
は じ め に

　Trichophyton tonsurans は主として頭部白癬から分離さ

れる白癬菌である. 世界中に分布するが, 特にヨーロッ

パや両アメリカ大陸, 東南アジアに多い 1）. 米国におい

ては第二次世界大戦後に中南米からの移民とともに持ち

込まれたと言われ, その後増加の一途をたどって, 2002

年の統計では頭部白癬の 95％以上という圧倒的な頻度

に達している 2）. 

　我が国では, 2000 年頃から海外からの移住者や帰国者

等の散発例の報告が目立ち始め 3－5）, 2001 年頃から, 柔

道やレスリング等の格闘技選手の集団感染例が多数報

告されるようになった 6）. その後, 現在までの感染の拡

大は著しく, 格闘技選手を中心に日本全国に広がりを見

せている. これらの原因菌は外国人との試合などを契機

に海外から持ち込まれ, 広がった可能性が高いと言われ

る 7）. 一方 2000 年以前の分離は稀で, 1968 年に北村等 8）

が本邦第 1 例目を報告して以来 1999 年までに僅か 19 例

である 9－18）. これらは主に九州, 山陰, 北陸で分離され, 

金原, 岡, 藤田等は我が国固有の T. tonsurans の存在を

示唆している 12, 15, 16）. 

　今回, 我々は千葉県在住の高齢女性の T. tonsurans に

よる black dot ringworm を経験したので, 最近の分離

株との分子生物学的な比較検討, および日本在来の T. 

tonsurans についての考察を加えて報告する. 

症　　　例

患　者 ： 74 歳, 女性. 家婦, 独居. 千葉県君津市在住. 海

外渡航歴 なし. 格闘家との接触なし. 

初　診 ： 2002 年 12 月 6 日

主　訴 ： 頭皮の痒みと脱毛斑

既往歴 ： 特記すべき既往症なし. 20 年来, 頭皮の痒みと

落屑のため皮膚科通院を繰り返していた. 

現病歴 ： 1998 年 6 月, 頭皮の痒み及び丘疹と落屑を主訴

に皮膚科医を受診し, 毛嚢炎の診断の下に抗生剤ロー

ションによる外用治療を受けたが軽快しなかった. 1999

年 5 月, 前頭部の鱗屑の直接鏡検で真菌陽性が判明した

ため, 頭部白癬としてグリセオフルビン 500 mg/日, 計 

5 日間内服した. 以後, 当院初診までの 3 年半の間, 頭部
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は風船様に膨らんだ大小種々の小分生子と, 少数の大分生子, 及びラセン体を認めた. 毛髪穿孔試験陰性. ウレアーゼ

試験陽性. ITS1-5.8S-ITS2 領域のリボソーム RNA 遺伝子の解析で, 新潟県の 2 例の高齢女性の頭部白癬から分離され

た T. tonsurans 2 株と 100％一致した. 以上より, 本菌株を T. tonsurans と同定した. 一方, 最近流行している格闘技

選手や最近の単発例とは ITS1 領域で 3 塩基相違があったことから T. tonsurans には種内多型があり, 輸入株とは

ITS1 領域で鑑別可能な日本の在来株が存在することが示唆された. 在来型の T. tonsurans が千葉県で分離されたのは

今回初めてであるが, 菌学的に酷似する T. coccineum が, 第二次大戦前に多数分離されていたことを考えると, 本県に

は古くから T. tonsurans が存在していた可能性がある. 
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白癬および頭部湿疹の診断で抗真菌剤クリームと副腎皮

質ステロイドローションの併用を継続していた. 最近 1

年間は頭部の広範な脱毛と多数の黒点に気づいていた. 

現　症 ： 前頭部から頭頂部, 左後頭部に渡って, 境界不

明瞭な大型の脱毛斑がみられ, その中に多数の黒点と, 

鱗屑, 痂皮を伴った紅色丘疹が散在していた （Fig. 1）. 

真菌学的所見 : 病毛の KOH 直接鏡検で, 毛内に充満す

る大型で球形の胞子を認めた （Fig. 2）.  

　病毛をシクロヘキシミド ・ クロラムフェニコール添加

ブドウ糖寒天培地に接種したところ, 多数の褐色の集落

を得た. 

　ポテト ・ デキストロース寒天培地 （PDA） による巨大

培養では, 表面褐色で, 中央が綿状に隆起しその周辺が

白色粉状の扁平な集落を形成し （Fig. 3a）, 裏面は暗褐

色を呈したが, 培地内に色素の拡散は認めなかった

（Fig. 3b）. 

　サブロー ・ ブドウ糖寒天培地 （SDA） による巨大培養

では, 表面は白色から淡褐色, ビロード状で皺壁を有し

（Fig. 3c）, 裏面は赤褐色を呈した （Fig. 3d）. 

　ブドウ糖加コーンミール培地では赤色色素の産生を認

めなかった. 

　スライドカルチャーでは棍棒形～球形 （Fig. 4a） なか
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Fig. 1. Multiple black dots and red papules with scale were 
observed on broad alopecic patches with indistinct margins.

Fig. 2. Abundant endothrix spores were observed in the hair 
shaft.

Fig. 3.  Culture of the isolate obtained from the patient on PDA （a: obverse, b: reverse） and SDA （c: obverse, 
d: reverse） at 25 C゚ for 14 days.



には風船様 （Fig. 4d） に膨らんだ大小種々の小分生子

が, 菌糸側壁に直角に着生していた. ラクトフェノール

コットンブルーに濃染する小分生子に対し菌糸がほとん

ど染まらない所見もみられた （Fig. 4a）. 少数の大分生

子 （Fig. 4b）, 及びラセン体を認めた （Fig. 4c）. 

　毛髪穿孔試験陰性. ウレアーゼ試験陽性. 

分子生物学的所見 ： リボソーム RNA 遺伝子の 5.8S を含む

internal transcribed spacer （ITS1-5.8S-ITS2） 領域の塩

基配列を解析した 19）. DDBJ/EMBL/GenBank に登録さ

れている T. tonsurans の同遺伝子領域と比較して, 100％

（DDBJ/EMBL/GenBank accession number AB094062, 

AB094063） または 99.6％ （AB094658, AB094659） 一致

したことから, 本菌株の遺伝子型を T. tonsurans と同定

し, DDBJ に登録した （AB214318）. 

　以上より分離菌を T. tonsurans と同定し, 本症例を T. 

tonsurans による black dot ringworm と診断した. 

治療と経過 ： テルビナフィン 125 mg/日, 9 週間内服で

紅色丘疹及び black dot は消失し, 菌の培養も陰性化し

たため内服終了とした. 以後, 発毛は良好となったが, 

健常部と比較して毛髪はやや粗の状態が残った. 2 カ月

に 1 回程度の定期受診で経過観察を続け再発の傾向を

認めなかったが, 内服終了から 2 年目にあたる 2005 年 2

月の再来時に, 最近頭部に痒みがあるとの訴えがあっ

た. 臨床的には前頭部と側頭部に軽度の鱗屑と小型の淡

紅色斑が多数散在し, black dot は認めなかったが, 皮疹

が前回の病巣部の毛髪の粗の部分にほぼ一致して一斉に

出現しており, 鱗屑の直接鏡検で菌要素を認め, 培養で

T. tonsurans を分離したことから, 再発と考えて現在イ

トラコナゾール 100 mg/日内服を開始して経過観察中で

ある.  

考　　　案

　本症例は千葉県に在住の 74 歳の女性で, 臨床型は

black dot 型の頭部白癬であった. 本分離菌の毛に対す

る寄生形態は毛内性大胞子菌性寄生を示したが, このよ

うな寄生を示す真菌には T. tonsurans の他に, T. violaceum, 

T. glabrum, T. rubrum があるため, これら菌種との鑑別

を要した. 巨大培養の所見で T. violaceum, T. glabrum と

は形態的に違っていたため除外した. T. rubrum は毛内

性小胞子菌性寄生と毛内性大胞子菌性寄生のどちらの形

態もとるが, 本症例は培養表面と裏面の色が赤褐色で 

T. rubrum のような鮮やかな赤色色素の拡散は見られな

かったこと, スライドカルチャーの所見で, 小分生子が

洋梨型からさらに細長く棒状に伸長し, 時に風船様に腫

大しており, 介在性または先端に多数の厚膜胞子を認め

たこと, 大分生子はごく稀で, その形は円筒形か, やや

中心がふくらんだ円筒形で小型であったこと, ラセン体

を僅かに認め, ウレアーゼ反応が陽性, ブドウ糖加コー

ンミール培地で赤色色素の産生を認めない等, T. rubrum

とは鑑別され, T. tonsurans に一致する所見であった 20）. 
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Fig. 4.  Micromorphology of the isolate obtained from the patient. （slide culture on PDA for 21 days at 25 C゚）

The isolate produced abundant round, club-shaped （a） and extremely balloon-formed （d） 
microconidia, while macroconidia （b） and spiral bodies （c） were few under microscopy. 



　また, リボソーム RNA 遺伝子の ITS 領域の塩基配列

の比較で, 登録されている T. tonsurans と 100％, あるい

は 99.6％の相同性を認めたことから, 本分離菌の遺伝子

型を T. tonsurans と同定した. 100％の相同性をみた株は

藤田等が新潟において 1989 年と 2001 年に 74 歳と 68 歳

の女性から分離した 2 株であった 16, 21）. 一方, 本分離株

と 3 塩基違いで 99.6％の相同性を認めた株は 2000 年に

岐阜の 8 歳の男児から 4）, 2001 年に静岡の 10 歳のペ

ルー人の女児から分離した株 5）, 及び 2001 年以降のレス

リングと柔道選手の集団発生分離株であった 22）. 2003 

年に我々が千葉県内の 2 高校と 1 専門学校の柔道選手

の疫学調査をした時に分離した 21 株 23） 及びその後に同

定を依頼された千葉県, 静岡県, 沖縄及び北海道の高校

柔道選手から分離された 6 株の計 27 株もすべて後者と

同一の塩基配列であった. 配列に相違のあった位置は

ITS1 領域の第 18 塩基が本分離株 T に対し C に置換し

ていたことと, 第 201～211 塩基の A の連続配列が本分

離株 11 に対して 9 であった点である （Table 1）. 

　望月らは ITS 領域のリボソーム RNA 遺伝子の PCR-

RFLP 法での分子疫学的検討から T. tonsurans が 2 つの

分子型に分けられたと言う 24）. すなわち格闘技の競技者

から分離された菌株はすべて 1 型に,  藤田等の新潟の 2

女性の株と秋田で 1990 年に 65 歳の女性から分離された

1 株 17） は 2 型に属し, 現在国内で格闘技競技者に流行し

ている菌株と従来わが国で散発的に分離されていた菌株

は異なるクローンであることが明らかになったと述べて

いる. 本分離株の ITS 領域の遺伝子配列は後者と 100％

一致したことから, 望月の分類に従えば 2 型に入る株で

あった. 

　藤田等は上記 74 歳女性の症例報告 16） の中で, 患者は

外国や, これまでに T. tonsurans が報告されている九

州, 北陸地方への旅行歴はなく, 近所にこれらの地方か

らの転居者もいないことから, 新潟県内で感染したもの

と考えられ, この地方に土着の T. tonsurans が存在する

ことを示唆すると述べている. 本症例は問診から推測す

ると, 20 年以上前の感染が疑われるが, 菌陽性が確認さ

れた時点での感染と考えても, 1999 年であることから, 

最近の国際試合を通じての格闘技選手の感染より以前で

ある. 患者は 10 代までは神奈川県, 成人以後は千葉県在

住で, 関東以外には短期の旅行に出たのみであると言

う. 海外渡航歴や外国人との接触がないことなども併せ

ると, 本分離株も日本在来種である可能性が高い. 

　以上の結果から考えて, T. tonsurans には種内多型が

あり, 最近日本の格闘技競技者に流行している株と ITS1

領域で 2 ヵ所の相違点をもって鑑別可能な日本在来株

の存在が示唆された. 

　ところで, 千葉県地方においては, 1929 年に尾形 25） が

79,000 人に及ぶ膨大な人数の白癬の疫学調査を県全域

に渡って行っている. この時の収集菌株 311 株の中に猩

紅色菌 118 株, 菫色菌 74 株とともに臙脂色菌 （Trichophyton 

coccineum） が 18 株ある. 注目すべきことはこれら 18 株

すべてが頭部から分離され, 17 株が頭部浅在性白癬, 1

株が深在性白癬からの分離株である. 分離されたのは千

葉市と房総半島南端から東端までの, すべて海沿いの地

域であった. 臙脂色菌は 1926 年に加藤 26） が長崎県と熊

本県の患者から分離して新種として報告した菌種であ

る. 加藤の記載によれば菌の特徴は, 表面白色短絨毛

で, 裏面は混濁した紫紅色を呈し, 猩紅色菌のような透

明感のある色調をとらず, 色素は培地内に拡散しない, 

小分生子は極めて細長く, 大分生子は認めず, 毛内性大

胞子菌性の寄生を示したという. 臙脂色菌は 1932 年ま

でに台湾, 長崎, 熊本, 石川, 高知, 千葉 25－28） の各県で

70 余株が分離されており, その 76％は頭部浅在性白癬

からである 28）. 占部は文献的に検討して, この臙脂色菌

こそ T. tonsurans に他ならないと考えていると述べてい

る 9）. 両者がもし同一の菌種であるとするならば, 千葉

県には T. tonsurans が古くから広く存在したことにな

る. しかしながら, 戦後臙脂色菌の報告はなく, 現存す

る保存株もないという 12）. 

　今後 T. tonsurans が日本のみならず, 広い地域から収

集され, 解析されることによって, 日本在来の T. tonsurans

のルーツが解明されることが期待される. 
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A Case of Black Dot Ringworm Caused by Trichophyton tonsurans in Chiba Prefecture
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　A 74-year-old woman visited a clinic in Kisarazu, Chiba Prefecture in December 2002 complaining of 
itching, scale and alopecia. She had been diagnosed as having tinea capitis by a direct microscopic 
examination of scales, and been treated with an antifungal cream and steroid lotion since 1999. The bald 
area spread from frontal to occipital in which multiple black dots and red papules were scattered. Abundant 
endothrix spores were observed in the hair shaft. A mycelial colony was isolated from the black dots. A giant 
colony on Sabouraud's agar was white, powdery and flattened with cottony elevation at the center in the 
obverse, and a reddish-brown pigmentation in the reverse. The isolate produced abundant microconidia 
that were round to club-and balloon-shaped with extreme swelling, while macroconidia and spiral bodies 
were few. Hair perforation test was negative and urease activity test was positive. ITS1-5.8S-ITS2 rDNA 
sequencing revealed 100% homology with T. tonsurans isolated from two old women in Niigata Prefecture. 
On the other hand, 3 bases were different from those of the outbreak isolates from judo and wrestling 
players infected through international matches. T. tonsurans has polymorphism and the present isolate might 
be an autochthonous genotype in Japan. This is the first time T. tonsurans was isolated in Chiba Prefecture. 
But this prefecture had been known as an endemic area of Trichophyton coccineum, which was very similar in 
morphological and physiological characteristics to those of T. tonsurans before World War II. These facts 
raise the question of whether T. tonsurans has existed in this prefecture before.


